
　
九
州
北
部

が
豪
雨
で
甚

大
な
被
害
を

被
り
、
多
く

の
方
が
亡
く
な
ら
れ
た
▼
近

年
、
豪
雨
や
豪
雪
被
害
が
増
え

て
い
る
。
世
界
的
に
も
、
地
球

温
暖
化
や
自
然
破
壊
に
よ
る
異

常
気
象
が
増
加
し
て
い
る
▼
西

洋
人
は
平
原
に
住
み
、
自
然
の

驚
異
に
は
、
科
学
技
術
で
立
ち

向
っ
て
き
た
。
我
が
国
は
山
が

海
や
河
川
に
迫
り
、
人
は
川
や

海
沿
い
、
山
の
斜
面
や
扇
状
地

に
住
み
、
自
然
と
背
中
合
わ
せ

で
生
き
て
き
た
。
日
常
的
に
土

手
や
堤
防
の
手
入
れ
を
し
、
森

林
の
間
伐
を
行
っ
て
き
た
。
そ

れ
で
も
災
害
に
襲
わ
れ
た
。
支

配
者
や
有
力
者
、
篤
志
家
は
住

民
の
力
を
借
り
治
山
治
水
事
業

を
行
っ
て
き
た
（
軍
事
や
経
済

目
的
も
あ
っ
た
が
）
▼
戦
後
日

本
は
、
自
然
改
造
事
業
を
行

い
、経
済
を
成
長
さ
せ
た
。山
に

は
経
済
価
値
の
高
い
杉
が
植
林

さ
れ
た
。
し
か
し
安
い
木
材
の

輸
入
に
よ
り
、
林
業
は
衰
退
、

過
疎
化
と
高
齢
化
に
よ
り
、
山

の
維
持
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

杉
は
根
が
浅
く
、
間
伐
し
な
い

と
下
草
も
生
え
ず
、
保
水
力
が

落
ち
、
表
層
崩
壊
を
引
き
起
こ

す
▼
農
業
は
、
生
活
変
化
、
都

市
と
農
村
の
経
済
格
差
、
農
政

の
失
敗
で
衰
退
し
、
休
耕
田
、

休
耕
地
が
増
え
た
。
耕
さ
な
い

土
地
は
保
水
性
が
な
く
、
特
に

休
耕
田
は
遊
水
地
と
し
て
の
機

能
が
消
滅
し
、
河
川
氾
濫
の
原

因
と
な
る
。
農
山
漁
村
を
大
切

に
し
な
い
と
、
今
後
も
日
本
の

国
土
崩
壊
は
続
く
▼
現
政
権
は

お
友
達
議
員
の
表
層
崩
壊
が
起

き
、
今
、
首
相
自
ら
深
層
崩
壊

を
起
し
た
。
次
期
政
権
は
国
土

や
国
民
に
細
や
か
な
気
配
り
を

す
る
こ
と
を
願
う
。 

︵
恭
仁
︶

　
協
会
は
2
0
1
6
年
10
月
か
ら
17
年
2
月
に
か
け
て
「
医

師
偏
在
問
題
」
に
つ
い
て
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。
地

区
医
師
会
と
の
懇
談
を
行
っ
た
際
に
実
施
し
、
対
象
は

1
8
5
1
人
で
、
回
答
は
3
9
9
人
（
22
％
）
で
あ
っ
た
。

　
16
年
5
月
11
日
、
塩
崎
厚
生

労
働
大
臣
は
経
済
財
政
諮
問
会

議
で
「
医
師
の
診
療
科
・
勤
務

地
の
選
択
の
自
由
を
前
提
」
と

し
た
従
前
の
医
師
確
保
対
策
を

転
換
し
、「
医
師
に
対
す
る
規

制
を
含
め
た
地
域
偏
在
・
診
療

科
偏
在
の
是
正
策
」
を
年
内
に

取
り
ま
と
め
る
と
表
明
。「
骨

太
方
針
2
0
1
6
」
素
案
に
書

き
込
ま
れ
た
「
規
制
的
手
法
」

は
成
案
で
は
「
実
効
性
の
あ

る
」に
書
き
換
え
ら
れ
た
が
、偏

在
対
策
の
検
討
が
明
記
さ
れ
た
。

　
こ
れ
に
先
立
っ
て
、「
専
門

医
養
成
の
在
り
方
に
関
す
る
専

門
委
員
会
」（
4
月
27
日
）
で

永
井
良
三
委
員
長
（
自
治
医
科

大
学
学
長
）
が
、「
専
攻
医
が

都
会
に
偏
在
し
な
い
よ
う
に
」

「
専
門
医
の
需
要
に
応
じ
て
診

療
科
毎
か
つ
都
道
府
県
毎
に
専

攻
医
の
定
員
を
設
定
す
る
」
と

医
師
の
定
数
制
を
求
め
る
私
案

を
提
起
。
厚
労
省
の
「
医
療
従

事
者
の
需
給
に
関
す
る
検
討

会
」（
4
月
26
日
）で
は
、医
師
の

需
給
推
計
か
ら
2
0
4
0
年
に

て
は
、「
不
要
」
が
48
％
、「
あ

ま
り
必
要
で
な
い
」
21
％
と
合

わ
せ
る
と
69
％
。「
必
要
」
は

2
％
で
、「
あ
る
程
度
必
要
」

の
19
％
と
合
わ
せ
て
も
21
％
に

と
ど
ま
っ
た
。︵
図
2
︶
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「
自
由
開
業
制
の
見
直
し

（
就
業
地
、
診
療
科
、
開
業
の

規
制
）」
に
つ
い
て
は
、「
不

要
」
が
38
％
、「
あ
ま
り
必
要

で
な
い
」
19
％
と
合
わ
せ
る
と

57
％
。「
必
要
」
は
6
％
で
、

「
あ
る
程
度
必
要
」
の
29
％
と

合
わ
せ
て
35
％
と
な
っ
た
。

︵
図
3
︶
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「
自
由
標
榜
制
の
制
限
」
に

つ
い
て
は
、「
不
要
」
は
32

％
、「
必
要
」
は
「
専
門
医
資

格
の
有
無
と
連
動
」
が
24
％
、

「
そ
れ
と
は
別
の
方
法
で
制
限
」

が
30
％
で
「
必
要
」
が
上
回
っ

た
。︵
図
4
︶

　
「
偏
在
問
題
」
に
つ
い
て
医

師
統
制
を
強
め
る
以
外
の
方
法

で
解
消
す
る
と
し
た
ら
、
ど
の

よ
う
な
「
工
夫
」
を
す
べ
き
か

と
の
意
見
記
載
に
は
、
▽
過
疎

地
で
の
優
遇
（
患
者
負
担
に
影

響
し
な
い
か
た
ち
で
の
加
算
、

自
治
体
に
よ
る
資
金
援
助
、
税

の
優
遇
）
▽
大
学
医
局
制
度
を

基
幹
と
し
た
人
員
配
置
▽
過
疎

地
に
公
的
医
療
機
関
を
つ
く
り

行
政
責
任
で
医
療
提
供
▽
卒
業

後
一
定
期
間
は
僻
地
勤
務
を
義

務
化
▽
医
師
自
身
あ
る
い
は
医

師
会
の
合
議
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

―
と
い
っ
た
意
見
が
多
く
見
ら

れ
た
。
ま
た
、「
人
が
い
な
く

な
っ
て
い
る
地
域
に
医
師
増
員

は
困
難
で
あ
り
問
題
解
決
に
な

ら
な
い
。
人
の
集
ま
る
地
方
に

変
え
れ
ば
自
ず
と
解
決
す
る
」

な
ど
と
す
る
意
見
も
複
数
み
ら

れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
は
「
医

師
偏
在
問
題
」
に
対
し
て
、
総

論
で
は
現
状
に
何
ら
か
の
対
応

は
医
師
数
が
過
剰
に
な
る
と
し

て
医
師
数
抑
制
方
針
を
示
し
、

「
需
要
を
大
き
く
超
え
る
よ
う

な
診
療
機
能
へ
の
就
業
。
開
設

に
つ
い
て
、
一
定
の
制
限
が
必

要
」な
ど
の
論
点
が
示
さ
れ
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
こ
の
よ
う

な
状
況
を
う
け
て
、「
偏
在
解

消
」
を
名
目
に
し
た
医
師
統
制

の
方
向
に
つ
い
て
会
員
の
意
見

を
き
い
た
。

公
的
強
制
力
の
評
価
拮
抗

　
診
療
科
や
地
域
に
よ
る
医
師

偏
在
を
解
消
す
る
た
め
、
行
政

や
公
的
機
関
が
「
一
定
の
強
制

力
」
を
発
揮
す
る
必
要
性
に
つ

い
て
、「
必
要
」
は
7
％
だ

が
、「
あ
る
程
度
必
要
」
の
40

％
と
合
わ
せ
る
と
47
％
と
な
っ

た
。
一
方
で
「
不
要
」
は
31
％

で
「
あ
ま
り
必
要
で
な
い
」
の

16
％
と
合
わ
せ
る
と
47
％
と
な

り
、
拮
抗
し
て
い
る
。︵
図
1
︶
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「
保
険
医
定
数
制
の
導
入
」

で
規
制
を
強
め
る
こ
と
に
つ
い

が
必
要
と
感
じ
て
い
る
会
員
は

一
定
割
合
あ
る
も
の
の
、
そ
れ

が
規
制
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
に

否
定
的
な
割
合
も
高
い
こ
と
が

わ
か
る
。
保
険
医
定
数
制
や
自

由
開
業
制
の
見
直
し
な
ど
具
体

的
に
な
れ
ば
、
さ
ら
に
そ
れ
が

高
く
な
る
。

　
国
は
、
医
師
偏
在
対
策
と
医

療
費
の
地
域
差
縮
減
政
策
を
一

体
的
に
進
め
る
た
め
、
都
道
府

県
単
位
の
提
供
体
制
管
理
を
強

化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
一
方
で
、
そ
う
し
た
医
師
偏

在
解
消
を
名
目
に
し
た
強
制
配

置
を
避
け
る
た
め
、
日
本
医
師

会
は
自
ら
適
正
配
置
に
乗
り
出

す
こ
と
も
視
野
に
全
員
加
盟
の

医
師
団
体
が
必
要
と
提
言
し
て

い
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
自
由
開
業
制
や

フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
と
い
っ
た
特

性
が
日
本
の
皆
保
険
制
度
を
支

え
て
き
た
と
さ
れ
る
。「
医
師

偏
在
」
の
解
消
を
名
目
に
、
公

的
で
あ
れ
、
医
師
団
体
自
ら
が

行
う
の
で
あ
れ
、
規
制
的
に
行

う
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る

の
か
。
開
業
医
の
あ
り
方
そ
の

も
の
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

新
年
度
に
あ
た
っ
て�

政
策
部
会

2
0
1
6
年
度

地
区
懇
ア
ン
ケ
ー
ト

医
師
偏
在
問
題
に
つ
い
て

医
師
偏
在
解
消
の
た
め
の「
強
制
力
」評
価
分
か
れ
る

　
私
の
母
は
今
年
の
5
月
で
83

歳
に
な
っ
た
。
今
も
診
療
所
で

仕
事
を
し
て
い
る
。
年
齢
的
な

こ
と
も
あ
り
、
仕
事
の
範
囲
は

だ
い
ぶ
狭
ま
っ
て
き
た
が
、
ス

タ
ッ
フ
や
さ
ま
ざ
ま
な
方
に
支

え
ら
れ
、
ま
だ
現
役
で
受
付
を

し
て
い
る
。

　
今
の
生
活
が
成
り
立
つ
の

は
、
安
定
し
た

収
入
、
雇
用
が

あ
る
か
ら
で
、

私
が
病
気
で
働

け
な
く
な
る

と
、
私
の
生
活

が
大
変
に
な
る

の
は
も
ち
ろ
ん
、
母
の
生
活
も

成
り
立
た
な
く
な
る
。
二
人
が

健
康
で
あ
る
と
い
う
、
い
た
っ

て
不
安
定
な
状
況
、
い
つ
壊
れ

て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
で
私

達
の
生
活
は
成
り
立
っ
て
い
る

の
だ
。
健
康
で
あ
る
こ
と
が
前

提
で
の
社
会
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
。
今
の
状
況
が
崩
れ
、

助
け
が
必
要
に
な
っ
て
も
、
国

は
自
分
た
ち
で
何
と
か
し
ろ
、

ど
う
し
よ
う
も
な
く
な
っ
た
ら

国
が
最
低
限
の
保
障
を
し
て
や

る
、
国
を
当
て
に
す
る
な
と
言

わ
ん
ば
か
り
だ
。

　
社
会
保
障
制
度
の
理
念
を
根

本
か
ら
変
え
、
そ
の
間
違
っ
た

社
会
保
障
の
理
念
の
基
で
、
私

た
ち
は
危
う
い
、
不
安
定
な
生

活
を
送
っ
て
い
る
。

　
衆
議
院
で
可
決
し
た
「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
強
化
の

た
め
の
介
護
保
険
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案
」
の
中
の

「
地
域
共
生
社
会
」
で
、
国
は

「
我
が
事
・
丸
ご
と
」の
地
域
づ

く
り
を
掲
げ
て
い
る
。
高
齢
者

を
対
象
と
す
る
「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
」
の
概
念
を
高
齢

者
・
障
害
者
・
子
ど
も
な
ど
全

て
の
世
代
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
に

広
げ
て
、
住
民

同
士
が
支
え
合

う
と
い
う
も
の

だ
。
国
が
責
任

を
持
っ
て
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
社
会
保
障

が
今
以
上
に
後
退
す
る
こ
と
を

強
く
懸
念
す
る
。

　
来
年
は
、
地
域
医
療
構
想
、

国
民
健
康
保
険
の
都
道
府
県

化
、
さ
ら
に
診
療
報
酬
、
介
護

報
酬
の
同
時
改
定
な
ど
、
医

療
・
介
護
制
度
の
大
き
な
転
換

の
年
に
な
る
。
今
年
1
年
間
の

保
険
医
運
動
は
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
大
き
な
意
味
を
持
つ
。

　
今
年
度
も
地
区
医
師
会
と
の

懇
談
を
通
じ
て
現
場
で
起
き
て

い
る
問
題
点
や
要
望
を
お
聞
か

せ
い
た
だ
き
、
そ
れ
ら
を
ま
と

め
、
京
都
市
、
京
都
府
、
国
へ

と
要
望
を
出
す
と
と
も
に
、
協

会
が
目
指
し
て
い
る
「
新
し
い

福
祉
国
家
」
と
い
う
対
抗
構
想

を
財
源
論
と
と
も
に
さ
ら
に
進

め
て
い
き
た
い
。

対
抗
構
想
と
し
て
の「
新
し
い
福
祉
国
家
」

財
源
も
含
め
た
議
論
の
構
築
を

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

あまり必要でない 16.0％

不要 30.6％ ある程度必要 40.1％

必要 6.5％
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図１ 公的機関の「一定の強制力」必要か
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図２ 保険医定数制の導入は必要か
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図３ 自由開業制の見直しは必要か
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　　13.5％
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図４ 自由標榜制の制限は必要か
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主な内容



　
協
会
は
5
月
30
日
、
一
般
社
団
法
人
日
本
医
療
法

人
協
会
会
長
の
加
納
繁
照
氏
（
社
会
医
療
法
人
協
和

会
・
社
会
福
祉
法
人
大
協
会
理
事
長
、
加
納
総
合
病

院
院
長
）
を
迎
え
、「
慢
性
期
病
床
を
取
り
巻
く
現

況
と
今
後
―
介
護
医
療
院
を
視
野
に
含
め
て
―
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
会
を
行
っ
た
。
府
内
の
会
員
病
院
等

か
ら
69
人
が
参
加
し
た
。
加
納
氏
は
社
会
保
障
審
議

会
・
療
養
病
床
の
在
り
方
等
に
関
す
る
特
別
部
会
委

員
も
務
め
た
。

　
6
月
17
日
、
協
会
は
京
都
府

理
学
療
法
士
会
、
京
都
府
作
業

療
法
士
会
、
京
都
府
言
語
聴
覚

士
会
（
以
下
、
三
士
会
）
と
の

懇
談
会
を
開
催
し
た
。
2
0
1

8
年
診
療
報
酬
改
定
を
見
据
え

て
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に

係
る
診
療
報
酬
点
数
に
つ
い
て

の
改
善
要
望
を
、
協
会
と
三
士

会
の
合
同
で
取
り
ま
と
め
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
協
会
よ
り
た

た
き
台
を
示
し
て
議
論
し
た
。

　
目
標
設
定
等
支
援
・
管
理
料

の
運
用
面
で
の
課
題
な
ど
、
16

年
改
定
に
伴
う
問
題
点
の
改
善

を
求
め
る
意
見
の
ほ
か
、
疾
患

別
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
体
系

に
よ
っ
て
対
象
疾
患
が
限
定
さ

れ
て
し
ま
う
問
題
や
、
施
設
基

準
要
件
か
ら
言
語
聴
覚
士
が
介

入
し
に
く
い
実
態
が
あ
る
こ
と

な
ど
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

料
そ
の
も
の
の
あ
り
方
を
問
う

意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
急
性
期
病
院
か
ら
早

期
に
転
院
し
て
き
た
が
、
ま
だ

治
療
が
必
要
で
回
復
期
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
か
ら
再
転

院
さ
せ
る
必
要
が
生
じ
た
り
、

治
療
を
優
先
す
る
た
め
に
リ
ハ

ビ
リ
が
開
始
で
き
な
い
ケ
ー
ス

が
あ
る
こ
と
。
一
方
、
急
性
期

に
お
い
て
は
、
カ
テ
ー
テ
ル
や

ル
ー
ト
、
場
合
に
よ
っ
て
は
酸

素
が
入
っ
て
い
る
患
者
へ
の
早

期
介
入
が
普
通
に
な
っ
て
い
る

が
、
リ
ハ
職
だ
け
が
1
対
1
で

か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
の
リ
ス

ク
が
高
く
、
安
全
性
と
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
て
き
て
い
る
と
の

意
見
も
出
さ
れ
た
。
生
活
期
で

の
リ
ハ
ビ
リ
が
十
分
に
行
わ
れ

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
人
や
、
装
具
が
合
っ
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
人
を
町
中
で
よ
く
見
か
け

る
と
の
声
も
あ
り
、
急
性
期
・

回
復
期
・
生
活
期
の
繋
が
り
が

う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
現
状
が

あ
る
と
の
問
題
提
起
も
あ
っ

た
。 

　
そ
の
他
、
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職

の
確
保
に
人
材
派
遣
会
社
を
利

用
せ
ざ
る
を
得
な
い
現
状
や
、

研
鑽
を
積
ん
で
も
診
療
報
酬

ア
ッ
プ
に
繋
が
ら
な
い
中
で
い

か
に
現
場
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
維
持
す
る
か
や
、
若
手
の
育

成
と
い
っ
た
人
材
に
関
す
る
課

題
も
今
後
検
討
が
必
要
と
の
意

見
が
あ
っ
た
。

　
今
後
、
以
上
の
意
見
を
適
宜

た
た
き
台
に
反
映
す
る
。
そ
の

上
で
さ
ら
に
意
見
交
換
を
行
い

要
望
書
を
確
定
さ
せ
る
。
そ
の

後
、
厚
労
省
懇
談
を
企
画
し
直

接
要
望
を
伝
え
る
予
定
だ
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
京
都
ネ
ッ
ト
は

6
月
28
日
、
坂
口
正
明
氏
（
前

全
国
食
健
連
事
務
局
長
）
を
講

師
に
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
プ
ラ
ス
の
動
き

と
私
た
ち
の
課
題
―
メ
ガ
Ｆ
Ｔ

Ａ
交
渉
と
国
内
対
策
で
見
え
て

き
た
こ
と
」
学
習
会
を
開
催
。

　
坂
口
氏
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
終

わ
っ
て
お
ら
ず
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
プ
ラ

ス
の
段
階
だ
と
警
鐘
を
鳴
ら

し
、
昨
年
12
月
に
日
本
政
府
が

強
行
し
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
批
准
に
つ
い

て
、
米
国
の
離
脱
で
発
効
で
き

な
い
か
ら
「
無
駄
な
こ
と
」
で

は
な
く
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
水
準
が
国
際

公
約
に
な
っ
た
と
し
て
「
危
険

な
こ
と
」
で
あ
る
と
評
し
た
。

　
米
国
離
脱
に
よ
り
12
カ
国
Ｔ

Ｐ
Ｐ
の
発
効
が
で
き
な
く
な
っ

た
後
の
情
勢
に
つ
い
て
、
①

「
日
米
経
済
対
話
」
と
い
う
名

の
二
国
間
協
議
②
安
倍
内
閣
の

す
す
め
る
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
」
③
12

カ
国
破
綻
を
う
け
て
急
遽
動
き

出
し
た
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経
済
連

携
協
定
）
④
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
（
東
ア

ジ
ア
地
域
包
括
的
経
済
連
携
）

の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
化
―
が
進
ん
で
い
る

と
し
た
。

　
①
の
日
米
二
国
間
交
渉
に
つ

い
て
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
満
足
し
て

い
な
い
米
国
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
以
上
を

求
め
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
麻

生
副
総
理
と
ペ
ン
ス
副
大
統
領

を
首
席
に
、
秋
口
に
は
本
格
交

渉
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
②
の

11
カ
国
に
よ
る
交
渉
に
つ
い
て

は
、
枠
組
み
に
つ
い
て
の
各
国

の
多
様
な
意
向
が
あ
る
が
、
7

月
に
箱
根
で
首
席
交
渉
官
会
合

を
開
き
、
11
月
に
ベ
ト
ナ
ム
開

催
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首
脳
会
議
で
の

「
合
意
」
が
め
ざ
さ
れ
て
い

る
。
③
の
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
つ
い

て
は
、
情
報
開
示
の
進
ま
な
い

ま
ま
に
「
大
枠
合
意
」（
7
月

6
日
に
政
府
が
発
表
）
へ
前
の

め
り
。
交
渉
分
野
は
ほ
ぼ
Ｔ
Ｐ

Ｐ
と
同
じ
で
、
し
か
も
危
険
な

中
身
が
含
ま
れ
る
。
④
の
Ｒ
Ｃ

Ｅ
Ｐ
は
、
多
様
な
発
展
段
階
の

国
々
を
含
む
交
渉
な
の
で
、

「
多
様
性
へ
の
配
慮
」
が
原
則

に
謳
わ
れ
て
い
た
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

破
綻
後
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
水
準
が
持
ち

込
ま
れ
て
い
る
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
そ
の
も
の
の
発
効
は

無
理
な
の
に
、
国
内
対
策
は
進

ん
で
お
り
、
農
業
・
農
村
市
場

が
「
企
業
の
儲
け
」
の
た
め
に

動
員
さ
れ
る
。
先
の
国
会
で

は
、
主
要
農
作
物
種
子
法
の
廃

止
、
農
業
競
争
力
強
化
支
援
法

が
成
立
。
特
に
種
子
法
の
廃
止

で
、
国
民
の
基
本
食
糧
の
種
子

を
多
国
籍
企
業
に
支
配
さ
れ
る

強
い
懸
念
が
あ
り
、
食
糧
主
権

は
〝
風
前
の
灯
〞
だ
と
し
た
。

　
今
起
き
て
い
る
こ
と
は
、
安

倍
政
権
の
下
で
、
食
も
農
も
医

療
も
、
企
業
の
儲
け
の
た
め
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
た
め
に
再
編
し
よ

う
と
し
て
い
る
こ
と
。
国
際
的

に
は
、
貿
易
の
自
由
化
、
経
済

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
で

起
き
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
こ

こ
に
対
抗
で
き
る
共
同
の
運
動

を
訴
え
た
。

　
学
習
会
後
に
ネ
ッ
ト
と
し
て

今
後
も
運
動
を
継
続
し
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な

ど
の
不
公
正
な
自
由
貿
易
協
定

に
反
対
す
る
京
都
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」（
略
称
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
京

都
ネ
ッ
ト
で
変
わ
ら
ず
）
に
改

称
す
る
こ
と
と
し
た
。

日
欧
E
P
A
を
批
判

　
ネ
ッ
ト
は
7
月
7
日
に
四
条

烏
丸
で
宣
伝
行
動
を
行
っ
た
。

前
日
に
「
大
枠
合
意
」
が
発
表

さ
れ
た
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
国
民
に

情
報
が
開
示
さ
れ
て
い
な
い
な

ど
と
批
判
し
、
道
行
く
人
々
に

訴
え
た
。

T
P
P
＋
に
警
鐘
鳴
ら
す
坂
口
氏

民
間
医
療
機
関
の
経
営
安
定
が
カ
ギ

「
介
護
医
療
院
」 転
換
支
援
は
今
後
の
議
論

自
院
の
立
ち
位
置
定
め
る
こ
と

　
講
演
で
加
納
氏
は
、
救
急
搬

送
受
け
入
れ
数
か
ら
考
察
す
る

と
、
日
本
の
医
療
提
供
体
制
は

「
民
間
優
位
」
と
「
公
的
優
位
」

の
地
域
に
二
分
化
さ
れ
る
。
人

口
密
集
地
域
で
は
「
民
間
優

位
」
で
あ
り
、
高
齢
者
人
口
は

特
に
こ
の
「
民
間
優
位
」
の
都

道
府
県
で
増
加
す
る
。
高
齢
化

の
進
行
と
同
じ
く
し
て
、
高
齢

者
救
急
搬
送
数
も
増
加
す
る
と

考
え
ら
れ
る
が
、
民
間
の
2
次

救
急
医
療
機
関
の
経
営
基
盤
が

安
定
し
な
け
れ
ば
、
高
齢
者
救

急
搬
送
は
受
入
不
能
の
状
態
と

な
り
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
が
成
り
立
た
な
く
な
る
こ
と

が
危
惧
さ
れ
る
。

　
一
方
、
介
護
療
養
病
床
の
転

換
は
国
が
考
え
て
い
た
通
り
に

は
進
ん
で
い
な
い
。
廃
止
は
2

回
目
の
延
期
と
な
り
、
経
過
措

置
期
間
が
6
年
間
延
長
さ
れ

た
。
新
た
な
転
換
先
と
さ
れ
る

介
護
保
険
施
設
は
「
介
護
医
療

院
」
と
い
う
名
称
が
決
ま
っ
た

も
の
の
、
具
体
的
な
介
護
報

酬
、
基
準
、
転
換
支
援
策
に
つ
　
高
齢
化
の
進
展
に
よ
る
社
会

保
障
費
は
急
速
に
増
加
し
て
お
の
は
が
ん
治
療
、
在
宅
医
療
、

高
齢
者
救
急
の
三
つ
で
あ
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
の
活
用
方

法
を
含
め
て
、
多
角
的
に
自
院

の
立
ち
位
置
を
定
め
る
こ
と
が

重
要
―
等
と
解
説
し
た
。

い
て
は
、
介
護
給
付
費
分
科
会

等
で
の
今
後
の
議
論
に
委
ね
ら

れ
て
い
る
。
同
時
に
、
現
在
地

域
医
療
構
想
調
整
会
議
に
お
い

て
、
各
医
療
圏
に
お
け
る
医
療

提
供
体
制
の
策
定
が
進
行
し
て

い
る
。
新
た
な
施
設
類
型
に
つ

い
て
は
、
そ
の
内
容
を
し
っ
か

り
と
検
討
し
、
自
院
の
患
者
層

に
合
致
す
る
移
行
形
態
を
じ
っ

く
り
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
京
都
府
で
は
、
療
養
病
床
に

お
け
る
介
護
療
養
病
床
の
比
率

が
高
く
、
療
養
病
棟
入
院
基
本

料
1
と
2
の
割
合
が
ほ
ぼ
同
じ

で
あ
る
こ
と
等
、
全
国
の
平
均

的
な
状
況
と
は
異
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
地
域
に
合
っ
た
移

行
形
態
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

講
演
す
る
加
納
・
医
法
協
会
長

り
、
2
0
1
8
年
度

診
療
報
酬
・
介
護
報

酬
改
定
は
、
厳
し
い

内
容
が
予
想
さ
れ

る
。
ま
た
今
後
若
年

者
医
療
は
縮
小
し
、

高
齢
者
医
療
が
拡
大

す
る
が
、
鍵
と
な
る

　入院医療をめぐる現状と問題を明らかにするとともに具体的な対応策
を研修・交流する「病院・有床診療所セミナー」を本年も開催します。
ぜひご参加下さい。

医
法
協
会
長
・
加
納
繁
照
氏
が
講
演

が
ん
治
療
・
在
宅
・
高
齢
者
救
急
が
主
要
課
題
に

リハビリ点数への要望を検討
三士会との懇談

参加申込・お問い合わせは、京都府保険医協会へ（☎075-212-8877
FAX075-212-0707）。ご連絡いただければ申込用紙をお送りします。
（ 9月 8日〆切。定員100人）

保団連  第35回 病院・有床診療所セミナー

日　時 9月23日（土・祝日）14：00～19：00
 9月24日（日）10：00～12：00
会　場 大阪府保険医協会・会議室（大阪市浪速区幸町1-2-33）
参加費 両日参加（１人8,000円）、１日のみ参加（１人4,000円）
　※同一法人２人目以降は、両日参加6,000円、１日参加3,000円となります。

9 月23日（土・祝日）14：00～19：00【Ｍ＆Ｄホール、他】
○基調報告「入院医療をめぐる動きと対策について」（14：00～14：30）
○記念講演（14：30～16：30）
「『地域包括ケアと地域共生社会』が狙う入院医療政策と、対抗軸」
 佛教大学社会福祉学部教授　横山 壽一 氏
○病院分科会（17：00～19：00）
学習会「適時調査対策のキモと課題」 元厚生局審査課長　竹田 和行氏
○有床診分科会（17：00～19：00）
「地域に必要な有床診療所を存続、発展させる道」
 日医総研研究部専門部長　江口 成美氏 他
9 月24日（日）10：00～12：00【Ｍ＆Ｄホール】
○シンポジウム
「看護職員確保対策…看護職員不足と確保対策に向けた提言」
パネリスト　香川県保険医協会理事長　　　　　太田 展生氏

大阪府看護協会会長　　　　　　　高橋 弘枝氏
保団連病院・有床診療所対策部長　安藤 元博氏

2 0 1 7 年 (平成 2 9 年) 7 月 2 5 日第 3 0 0 6 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 2 )毎月10日･25日発行

次期改定に向けて

Ｔ
Ｐ
Ｐ
プ
ラ
ス
へ
の
対
抗
強
化
を

 

ア
メ
リ
カ
離
脱
で
終
わ
り
で
は
な
い

慢性期病床講演会開く



　2018年度からの第７次都道府県医療計画策定に向
け、自治体の協議が本格化している。京都府も７月７
日、第１回の医療審議会医療計画部会を開催した。

地域医療構想達成を目指す
「医療計画」という性格に

　第７次医療計画は、従来以上に現実の地域医療の
姿に深くコミットし、計画達成が求められるものと
なる。最大の特徴は新たに地域医療構想が計画に位
置付けられることである。
　３月31日付の厚生労働省医政局長通知（「医療計
画について」医政発0331第57号）は、「質の高い医
療提供体制の構築」と「地域包括ケアシステム」構
築を目指す地域医療構想の「達成に向けた取組を進
めていくことが求められている」と述べている。
　医療計画は、1985年の第１次医療法改正により、
医療資源の地域偏在の是正と医療機関の連携の推進
を図るため、全都道府県に策定義務の課せられた法
定計画である。
　都道府県は２次医療圏を設定し、圏域ごとに「基
準病床数」を設定する。それを超える地域では病床
規制策として、病床の開設・増床の中止を都道府県
が勧告することができる。
　つまり、地域医療構想導入以前から、医療計画は
本質的に提供体制の効率化・合理化を目指すもので
あり、国にとっては医療費抑制ツールの一つなので
ある。それに加えて、2025年の構想区域（≒二次医
療圏）単位の必要病床数を、高度急性期・急性期・
回復期・慢性期の機能別に数字で定める地域医療構
想が計画に盛り込まれる。同計画の実行性強化が目
指されるのは間違いない。
　地域医療構想が盛り込まれることで、医療計画は
地域包括ケアシステムも視野に入れたものになる。
とりわけ在宅医療と介護保険サービスの供給調整が
課題となるであろう。
　また「医師」に関しての記述も注視が必要とな
る。医療従事者の確保について、通知上の大きな変
更はないが、厚生労働省の「医療従事者の需給に関
する検討会・医師需給分科会」が打ち出した「早期
に可能な偏在対策」が計画に影響してくることは確
実であろう。
　それらを踏まえ、以下に「医師」と「在宅医療」
に関する国の議論状況を紹介しておきたい。

キャリア形成プログラム策定義務化と
医師のデータベース化事業

　医師需給分科会は「早期に可能な偏在対策」とし
て大きく二つのことを求めた。
　一つは、「キャリア形成プログラム」の策定であ
る。（図１）

　これは、主に医科大学・医学部における「地域
枠」の医師（医学生）を対象に都道府県が策定する
初期臨床研修から専門研修にかけ、医師不足地域の
病院も含めてローテートする就業プログラムであ
る。これにより若手医師が地域医療での経験を積む
ことと、医師不足地域の医療確保の同時達成を目指
す仕組みである。
　同プログラムはすでに多数の都道府県が策定して
いるが、医師需給分科会の意見を受けた「医療計画
の見直し等に関する検討会」は６月30日の会合の席
上、それを義務化し、第７次医療計画にも盛り込む
方向で合意した。今後、社会保障審議会・医療部会
に報告し、都道府県などに関係通知を発出し周知が
図られる見通しである。
　言うまでもなく、このプログラム形成作業は同じ
く18年度に実施予定の新専門医制度による研修と密
接につながるものであり、各診療領域の研修プログ
ラムとの関係が都道府県の検討課題となる。
　二つは、「医師の地域的な適正配置のためのデー
タベース化事業」である。
　国は2017年度予算を確保し、医籍情報、医師届出
票、専門医情報を統合し、都道府県が医師確保に活
用可能なデータベース構築を進める。これが実現す
れば医師免許取得以降の一人一人の医師の研修・就
業の動向を、国・都道府県が把握可能となる。医師
需給分科会が今後検討するという法改正を含む抜本
的な医師偏在対策において、保険医定数制や自由開
業・自由標榜の見直しが射程に入ることを想定すれ
ば、データベース事業がそうした医師管理政策に本
格活用される懸念がある。

在宅医療推計と介護保険制度における
医療・介護連携

　６月30日の「医療計画の見直し等に関する検討
会」は在宅医療についても、医療計画上の新たな取
り扱いを議論し、第７次から書き込ませる方向で確
認した。（図２）
　同時に発出された「疾病・事業及び在宅医療に係
る医療体制について」（医政地発0331第３号　厚生
労働省医政局地域医療計画課長通知）は、在宅医療
の体制構築の一環に、市町村が介護保険制度の保険
者として進める「包括的支援事業」に加えられ、18
年度から完全実施となる「医療・介護連携推進事
業」を位置付けた。そこでは、在宅医療を担う医療
機関と地域における他職種連携を担う拠点（地区医
師会を想定）が協力し、
24時間体制で在宅医療を
提供する構想が描かれて
いる。
　また在宅医療の整備目

標設定にあたっては、医療サービスと介護サービス
が、地域の実情に応じて補完的に提供されるよう、
都道府県や市町村の医療・介護担当者、地域医師会
等の関係者による協議の場を設置して検討するよう
求められている。
　医療計画上の在宅医療体制構築は、市町村による
介護サービスの計画と一体化して進められる。その
中核的な存在に地区医師会が置かれるものと考えら
れる。
　しかし何度でも指摘せねばならないのは、国は在
宅医療の整備目標設定の前提に、地域医療構想に向
けて示した慢性期の医療需要推計が用いられるもの
と考えており、それは現実の地域医療の体制を無視
したものであるということだ。
　国の慢性期・在宅医療推計は、もともとの高齢化
の進行に伴う需要増に加え、病床効率化や平均在院
日数等の入院医療改革がもたらす影響、さらに一般
病床のうち、医療資源投入量（入院基本料を除く診
療報酬の出来高点数）175点未満、療養病床（医療
型・介護型共に含む）のうち、医療区分１の70％、
入院受療率の地域差の解消等、極めて政策的側面が
強いものである。地域医療の現実から乖離した机上
の計算式ではじき出された新たな需要を、都道府県
と市町村が計画上も現実的にも受け止めよという話
なのである。

2018年度へ ― 京都府・市町村が動き出す
　京都府は第１回計画部会を開催し、医療計画見直
し議論を開始した。当日示されたスケジュールによ
ると８月の第２回以降、ほぼ毎月の部会開会が予定
されている。12月の第５回会合で中間案審議、医療
審議会本体への報告、議会報告を経てパブリックコ
メントを実施。18年２月議会には最終案を示す模様
である。
　また、京都府は介護保険事業支援計画も含めた
「高齢者保健福祉計画」、医療費支出目標設定が求め
られる第３期医療費適正化計画（「中期的な医療費の
推移に関する見通し」）や「国保運営方針」策定作業
も進めることになる。さらには構想区域ごとの「地
域医療構想調整会議」も近く再開され、市町村も介
護保険事業計画策定に向けて動き出す。
　京都府と府内市町村が一斉に18年度の医療制度転
換に向けて大きく動き始めた。
　協会は、情報把握に努め、医療・福祉の保障を前
進する立場から、意見表明をさらに強める。

政
策
解
説

2018年度からの第７次医療計画策定へ
地域医療構想を盛り込み効率化の実行性強化

出典：第11回医療計画の見直し等に関する検討会資料　在宅医療の体制構築について（17年６月30日）

○入院医療機関と在宅医療
に係る機関との協働による
退院支援の実施

①退院支援

○ 在宅療養者の病状の急変時における往診
や訪問看護の体制及び入院病床の確保

③急変時の対応

②日常の療養支援

○ 多職種協働による患者や家族の生活を

支える観点からの医療の提供

○ 緩和ケアの提供

○ 家族への支援

○住み慣れた自宅や介護施設
等、患者が望む場所での看
取りの実施

④看取り

急変

在宅医療の体制構築に係る指針（疾病・事業及び在宅医療に係る医療体制について（平成29年3月31日付け医政地発0331第３号厚生労働省医政局地域医療計画課長通知）より

○①～④の機能の確保にむけ、必要な連携を担う役割
・地域の関係者による協議の場の開催
・包括的かつ継続的な支援にむけた関係機関の調整
・関係機関の連携体制の構築 等

～ 「在宅医療の体制構築に係る指針」による在宅医療提供体制のイメージ ～

○①～④の機能の確保にむけ、積極的役割を担う
・自ら24時間対応体制の在宅医療を提供
・他医療機関の支援
・医療、介護、障害福祉の現場での多職種連携の支援

在宅医療において積極的役割を担う医療機関 在宅医療に必要な連携を担う拠点

・病院、診療所（歯科含む） ・薬局

・訪問看護事業所 ・居宅介護支援事業所

・地域包括支援センター

・短期入所サービス提供施設

・相談支援事業所 等

医療計画には、各機能を担う

医療機関等の名称を記載

多職種連携を図りつつ、24時間体制で在宅医療を提供

○ 在宅医療の体制については、都道府県が策定する医療計画に、地域の実情を踏まえた課題や施策等を記載。
○ 国は「在宅医療の体制構築に係る指針」を提示し、都道府県が確保すべき機能等を示している。

在宅医療の体制について在宅医療の体制について

在宅医療の提供体制に求められる医療機能

・在宅療養支援診療所

・在宅療養支援病院 等

・医師会等関係団体

・保健所 ・市町村 等

圏域は、二次医療圏にこだわらず、
市町村単位や保健所圏域など、地域
の資源の状況に応じて弾力的に設定

2

出典： 医療従事者の需給に関する検討会第10回医師需給分科会資料　「早期に実行可能な医師偏在対策について」（17年６月15日）

（図２）

（図１）
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名
産

医療機関で被災地支援の物産展を関関 物物産産
開催しませんか?!

医医

開催のお申し出・お問い合わせは協会事務局（☎075-212-8877）まで

アミス ネットショップ 検 索

http://www.amis.kyoto/shop/

いろいろな商品を順次、揃えています！
ぜひ一度遊びに来て下さい !!

アミス ネットショップ

かけあしの会
海産物

（あかもく）

下鴨茶寮
昆布締め

しょうざん
そら豆菓子

山田松香木店
お香飾り

ヤタニ酒販
ワイン
ヤタニ酒販

Zella Med
聴診器

西京極作業所
Ｔシャツ

松野醤油
醤油セット

①東山診療所
日 時 ７月29日（土）
 午後２時～４時
場 所　信和会東山診療所

 ※ 午後２時から開催される東山
平和まつりと同時開催

②定期総会
日 時 ７月30日（日）
 午後５時40分～７時30分
場 所　リーガロイヤルホテル京都

 ※総会懇親会場での販売

③洛西ニュータウン病院
日 時 ７月31日（月）
 午前９時～午後１時
場 所 洛西ニュータウン病院
 待合ロビー
④亀岡シミズ病院
日 時 ８月１日（火）
 午前９時～午後１時
場 所　亀岡シミズ病院
 正面玄関ロビー
 （９号線沿い）

岩手から来られます！
販売は「かけあしの会」物産展を開催します !

Ⓒもへろん

●  万が一の場合の死亡・所定の高度障がいを保障。
●   保険金は500～4,000万円から選択できます（年齢
により加入できる保険金額は異なります）。

●   新規加入は保険年齢70歳まで。継続加入は加入資
格を満たす限り保険年齢75歳まで。

●   配偶者は1,000万円まで、お子様（3～22歳）は400
万円まで加入できます。

●   医師の診査はなく、健康状態等の告知による申し
込み。

●   １年ごとに収支計算を行い、剰余金が生じた場合
は、配当金を受け取れます。

※保険医共済会への入会（入会金）1,000円が必要です。
※詳細は、パンフレットをご確認下さい。

加入例

お申し込み・お問い合わせは 京都府保険医協会（☎075-212-8877）まで

グループ保険（生命保険）
保険医と大切な家族のために。
しっかりした安心を手頃な掛金で。
2017年４月１日より受付中！
※毎月10日締切で受付。効力発行は、2 カ月後の 1 日から。

効力発行は
8月1日以降

保険金額 4,000万円保障
月額掛金 2,240円

保険金額 4,000万円保障
月額掛金 3,760円

35歳
女 性

35歳
男 性 配当金（過去実績）

27%（3カ年平均）
※ 数字は年間保険料
に対する割合です。

Ⓒもへろん

針刺し事故感染症
見舞金補償プラン

身近なリスクの備えに

院長についても給付対象者に!!
＊従業員の加入が前提です。

手術中の血液飛散による吸入事故も対象に!!

見舞金の給付を受けた後でも、再度の針刺し事故で別の
感染症に感染または発病した場合も、給付の対象に!!
保険料は確定方式!!　面倒な精算手続きはございません。
＊ 保険料は労災保険申請人数で算出いたします。所定の通知書に
てご通知下さい。

1

2
3

4

（補償制度費用保険特約セット型約定履行費用保険・三井住友海上取扱い）

４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
!!

ゴルフをたしなむ会員・ご家族のみなさま

ゴルファー保険にご加入ですか?

保険金額に応じてＡ～Ｃの３つのセットから選べます
Ｂセット＝8,510円（年間保険料）：賠償責任補償 1億円、傷害補
償400万円、ゴルフ用品補償30万円、ホールインワン・アルバトロス
費用補償50万円

○ 保険期間

8月5日午後4時から1年間（中途での加入も可能）
○ 会員のご家族も加入できます

◆ ゴルフプレー中に他人に損害を与えたとき
◆ ゴルフプレー中にご自身がケガをしたとき
◆ ゴルフ用品に事故があったとき
◆ ホールインワン・アルバトロスを達成したとき など

こんな時に 補償 されます！

加入例

保険料は20%
割引 でお得 !

ここに注目！
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た
た
め
に
躓
い

た
。
両
足
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
を

撮
っ
た
が
、
特
に
異
常
な
し
と

医
師
は
判
断
し
て
帰
宅
さ
せ

た
。
し
か
し
、
そ
の
後
左
足
部

に
腫
脹
が
認
め
ら
れ
、
当
該
医

療
機
関
が
休
診
で
あ
っ
た
の

で
、
患
者
は
別
の
Ａ
医
療
機
関

を
受
診
し
た
。
そ
こ
で
レ
ン
ト

ゲ
ン
を
あ
ら
た
め
て
撮
影
し
た

と
こ
ろ
、
左
足
第
5
中
足
骨
遠

位
骨
折
と
診
断
さ
れ
た
。
医
師

は
そ
の
事
実
を
2
日
後
に
患
者

か
ら
知
ら
さ
れ
、
あ
ら
た
め
て

事
故
当
日
に
撮
影
し
た
レ
ン
ト

ゲ
ン
を
確
認
す
る
と
、
左
足
第

5
中
足
骨
遠
位
部
に
骨
折
が

写
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し

不
測
の
事
態
を
想
定
し
た

患

者

管

理

が

重

要

保
険
部
会

 

森
　
啓
之

社 会 保 障 の 充 実 が
何よりの少子化対策となる

　
小
児
科
医
で
あ
る
私
が
校
医

を
担
当
し
て
い
る
小
学
校
で
は

生
徒
数
は
最
盛
期
の
5
分
の
1

と
な
り
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
4
カ
月
健
診
で
は
、
小
学
校

が
10
校
も
あ
る
地
域
で
も
健
診

に
来
る
乳
児
は
月
40
人
に
満
た

な
い
。
少
子
化
が
実
感
さ
れ
る

今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

　
子
育
て
を
す
る
に
は
、
ま
ず

親
自
身
の
経
済
的
な
安
定
が
必

須
と
な
る
が
、
現
状
は
非
正
規

雇
用
が
40
％
で
あ
る
。
厳
し
い

　
何
を
思
っ
て
か
、
最
近
手
芸
を

始
め
ま
し
た
。
も
と
も
と
編
み
物

は
好
き
な
の
で
す
が
、
生
来
の
不

器
用
で
縫
物
な
ど
は
大
の
苦
手
。

ミ
シ
ン
を
使
っ
て
さ
え
、
斜
め
に

縫
え
る
と
い
う
酷
さ
で
す
。
針
と

糸
を
持
つ
と
き
は
ボ
タ
ン
つ
け
ぐ

ら
い
で
し
た
が
、
ふ
と
目
に
留

ま
っ
た
つ
ま
み
細
工
が
作
れ
る
と

国
際
競
争
の
中
、
企
業
が
不
況

時
の
調
整
要
員
と
し
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
が
、
特
に
世
帯
主
が

そ
う
だ
っ
た
場
合
、
将
来
設
計

は
全
く
で
き
な
く
な
る
。
世
帯

平
均
所
得
金
額
は
1
9
9
4
年

の
6
6
4
・
2
万
円
を
ピ
ー
ク

に
減
少
し
続
け
、
15
年
で
は
5

4
5
・
2
万
円
と
な
り
、
相
対

貧
困
率
も
15
・
6
％
と
6
世
帯

に
1
世
帯
の
割
合
で
世
帯
年
収

1
2
2
万
円
以
下
で
あ
る
。

現
役
世
帯
の
貯
蓄
率
は
ゼ
ロ
と

な
り
、
医
療
・
介
護
と
い
っ
た

将
来
へ
の
備
え
ど
こ
ろ
か
、
そ

の
日
一
日
を
生
活
す
る
こ
と
で

精
一
杯
だ
ろ
う
。
そ
の
上
教
育

ま
で
と
な
る
と
、
と
て
も
余
裕

が
な
い
。
せ
っ
か
く
立
派
に

育
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
先
に

待
っ
て
い
る
の
が
非
正
規
雇
用

だ
と
し
た
ら
、
ど
う
や
っ
て
子

ど
も
を
産
み
育
て
る
気
持
ち
に

な
る
だ
ろ
う
。

　
年
々
増
大
す
る
社
会
保
障
費

に
よ
り
国
の
財
政
が
破
綻
す
る

と
い
う
主
張
は
わ
か
る
。
し
か

し
社
会
保
障
目
的
で
な
さ
れ
た

消
費
税
8
％
へ
の
増
税
で
は
、

何
か
国
民
に
恩
恵
が
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
？
　
2
％
増
税
す
れ

ば
、
幼
児
教
育
・
介
護
が
無
償

化
で
き
る
と
い
う
が
、
目
に
見

え
る
も
の
は
何
も
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
。

　
暗
い
話
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

が
、
5
月
13
日
に
協
会
主
催
で

開
催
さ
れ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
政

治
は
変
え
ら
れ
る
」
の
井
出
英

策
氏
の
講
演
は
刺
激
的
だ
っ

た
。
日
本
の
財
政
は
支
出
の
多

さ
よ
り
む
し
ろ
税
収
が
少
な
い

こ
と
が
問
題
で
、
せ
め
て
欧
米

並
み
の
負
担
で
税
収
を
確
保

し
、
そ
れ
を
所
得
に
分
け
隔
て

な
く
保
育
・
教
育
・
医
療
・
介

護
な
ど
の
現
物
給
付
に
回
せ

ば
、
格
差
は
今
よ
り
も
解
消
さ

れ
、
低
所
得
層
も
誇
り
を
持
っ

て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
な
り
、
将

来
に
備
え
て
貯
蓄
す
る
必
要
性

も
減
り
、
経
済
も
回
る
、
と
い

う
主
張
は
傾
聴
に
値
し
た
。
こ

う
し
た
対
案
が
も
っ
と
出
て
き

て
ほ
し
い
と
思
う
。

た
布
地
を
接
着
剤
で
貼
っ
て
い
き

ま
す
。

　
花
び
ら
の
先
が
と
が
っ
た
折
り

方
が
「
剣
つ
ま
み
」。
花
び
ら
の

先
が
丸
く
な
る
折
り
方
が
「
丸
つ

ま
み
」。
ま
ず
は
剣
つ
ま
み
か
ら

で
し
た
の
で
、
こ
ち
ら
の
ほ
う
が

簡
単
な
の
で
し
ょ
う
。
四
苦
八
苦

し
な
が
ら
も
な
ん
と
か
形
に
な
り

ま
し
た
。
つ
ぎ
は
丸
つ
ま
み
に
挑

戦
で
す
。
回
を
か
さ
ね
る
ご
と
に

ど
ん
ど
ん
立
体
的
な
つ
ま
み
細
工

に
な
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
継
続

で
き
る
の
か
、
は
た
ま
た
私
で
作

製
で
き
る
の
か
な
ど
の
不
安
は
払

し
ょ
く
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
休

み
の
日
に
こ
つ
こ
つ
作
る
の
も
ま

た
楽
し
い
作
業
で
す
。

　
い
つ
か
、
つ
ま
み
細
工
の
小
さ

な
く
す
玉
飾
り
を
作
れ
る
よ
う
に

な
り
た
い
と
の
野
望
を
持
ち
つ

つ
、
次
回
の
キ
ッ
ト
を
楽
し
み

待
っ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

 

（
事
務
局
・
二
橋 

芙
紗
子
）

不
器
用
で
も
な
ん
と
か
な
る
！

 

和
の
手
芸
で
遊
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

誘
導
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
管

理
責
任
を
問
わ
れ
て
も
や
む
を

得
な
い
が
、
患
者
は
認
知
症
も

な
く
、
ま
た
、
院
内
は
適
度
に

明
る
か
っ
た
の
で
、
よ
り
注
意

を
す
れ
ば
段
差
に
つ
ま
ず
か
な

か
っ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な

い
。
し
た
が
っ
て
患
者
の
不
注

意
も
あ
る
が
、
一
部
医
療
機
関

側
の
管
理
ミ
ス
は
認
め
ら
れ

る
。
な
お
、
医
療
機
関
側
は
事

故
後
に
段
差
を
修
理
す
る
工
事

を
施
行
し
た
。
常
に
ス
タ
ッ
フ

の
目
が
届
く
と
は
限
ら
な
い
の

で
、
可
能
な
限
り
院
内
の
段
差

は
解
消
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

〈
結
果
〉

　
医
療
機
関
側
が
一
部
管
理
ミ

ス
を
認
め
て
、
患
者
は
あ
ら
た

め
て
賠
償
請
求
を
し
て
、
賠
償

金
を
支
払
い
示
談
し
た
。

特
別
加
算
が
認
め
ら
れ
て
い
る

た
め
、
初
診
料
3
7
6
0
円
に

63
点
、
再
診
料
1
3
9
0
円
に

23
点
を
加
算
で
き
ま
す
。
診
療

単
価
は
京
都
市
に
つ
い
て
は
1

点
15
円
以
内
と
協
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
京
都
府
に
つ
い
て
は
、

京
都
府
支
部
に
確
認
し
て
下
さ

い
。
な
お
、
公
務
災
害
は
非
指

定
医
療
機
関
で
も
診
療
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
ん
で
、
貼
る
だ
け
！
」
と
い
う

謳
い
文
句
を
信
じ
る
こ
と
に
し

て
、
キ
ッ
ト
を
購
入
し
ま
し
た
。

初
心
者
向
け
の
も
の
で
、
6
カ
月

間
、
毎
月
キ
ッ
ト
が
送
ら
れ
て
き

ま
す
。
基
本
を
覚
え
る
こ
と
か
ら

始
ま
り
、
少
し
ず
つ
難
易
度
が
上

が
る
仕
様
で
す
。

　
1
回
目
の
キ
ッ
ト
が
届
い
て
早

速
開
封
。
大
き
い
ち
り
め
ん
布
地

に
型
紙
を
当
て
て
切
る
こ
と
か
ら

ス
タ
ー
ト
で
す
が
、
何
枚
も
の
生

地
を
重
ね
て
花
び
ら
に
す
る
の

で
、
こ
れ
が
大
変
。
3
㎝
四
方
の

も
の
か
ら
9
㎝
四
方
の
も
の
ま
で

そ
れ
ぞ
れ
10
数
枚
作
り
ま
す
。
そ

の
あ
と
は
指
さ
き
で
折
っ
て
い
く

だ
け
。
土
台
と
な
る
厚
紙
に
折
っ

髪飾りはもちろん、アクセサリー
や部屋飾りにも

い
う
キ
ッ
ト
に
す
ご
く
惹
き
つ
け

ら
れ
ま
し
た
。「
つ
ま
み
細
工
」

は
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
技
法
で

す
。
薄
絹
の
「
羽
二
重
」
を
正
方

形
に
小
さ
く
切
り
、
こ
れ
を
摘
ん

で
折
り
た
た
み
、
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
花
や
鳥
の
文
様
を

つ
く
る
東
京
都
指
定
の
伝
統
工
芸

で
、
和
服
に
合
う
髪
飾
り
な
ど
が

代
表
的
で
す
。

舞
妓
さ
ん
の
簪

な
ど
で
よ
く
使

わ
れ
て
い
ま

す
。 

　
私
で
も
作
れ

る
の
か
と
3
カ

月
悩
ん
だ
末
、

「
切
っ
て
、
つ
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昨
年
か
ら
富
山
に
行
き
浸
っ

て
い
る
。
2
0
1
7
年
の
今
年

も
黄
金
週
間
に
2
泊
3
日
の
小

旅
行
を
味
わ
っ
て
き
た
。
鮮
度

の
良
い
う
ち
に
紀
行
を
綴
っ
て

み
よ
う
。
も
と
も
と
は
ホ
タ
ル

イ
カ
の
食
感
が
好
き
で
本
場
に

い
つ
か
行
っ
て
み
よ
う
と
企
ん

で
い
て
、
昨
年
の
や
は
り
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
そ
れ
は
実

現
で
き
た
が
富
山
の
魅
力
は
果

た
し
て
当
然
の
こ
と
な
が
ら
そ

れ
だ
け
で
は
な
く
汲
め
ど
も
尽

き
ぬ
多
様
な
良
さ
を
見
出
し
つ

つ
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
日
本
地
図
を
見
て

い
る
と
富
山
は
北
陸
の
雄
、
加

賀
百
万
石
の
金
沢
と
日
本
海
側

に
長
ー
い
な
ま
ず
の
よ
う
に
寝

転
ん
で
い
る
よ
う
な
新
潟
と
の

間
に
挟
ま
れ
少
し
窮
屈
そ
う
に

見
え
る
。
し
か
し
そ
れ
は
2
次

元
的
な
展
望
で
あ
り
富
山
県
は

背
後
に
立
山
連
峰
を
備
え
る
一

方
、
天
然
の
い
け
す
と
も
絶
賛

さ
れ
る
3
0
0
0
ｍ
も
の
深
層

水
を
持
つ
高
低
差
6
㎞
を
超
え

る
3
次
元
で
の
偉
大
さ
を
持
つ

の
だ
。
こ
の
俯
瞰
す
る
よ
う
な

魅
力
の
中
で
地
域
に
よ
る
多
様

性
を
備
え
、
一
般
的
な
人
気
ス

ポ
ッ
ト
と
言
わ
れ
続
け
て
き
た

黒
部
立
山
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
に

限
ら
ず
、
い
わ
ゆ
る
目
立
た
な

い
と
こ
ろ
に
秘
め
た
る
魅
力
が

眠
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
さ
ら
に

知
人
に
よ
る
と
、
立
山
が
富
山

を
激
烈
な
地
震
か
ら
守
っ
て
い

る
と
信
じ
て
い
る
よ
う
な
の

だ
。
物
理
的
な
原
因
な
の
か
そ

れ
と
も
立
山
と
い
う
神
の
お
か

げ
な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
。

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
、
北
陸
新

幹
線
が
開
業
し
て
金
沢
へ
の
ア

ク
セ
ス
は
格
段
に
便
利
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま

で
首
都
圏
か
ら
の
旅
行
者
へ
の

便
宜
で
あ
り
、
関
西
か
ら
は
特

に
富
山
に
行
こ
う
と
思
う
と
金

沢
で
乗
り
か
え
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
。
で
も
こ
の
め
ん
ど
う
く

さ
さ
が
富
山
観
光
の
足
か
せ
に

な
る
一
方
富
山
独
自
の
よ
さ
を

保
護
す
る
こ
と
に
な
り
は
し
な

い
か
。

　
さ
て
閑
話
休
題
、
今
回
で
3

回
目
だ
っ
た
が
、
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
一
つ
。
北
前
船
の
中
継
地
と

な
っ
て
い
た
富
山
県
は
古
く
か

ら
日
本
海
貿
易
の
拠
点
と
し
て

発
展
し
て
い
て
、
な
か
で
も
神

通
川
の
河
口
に
利
を
も
つ
富
山

湾
は
中
心
的
な
役
割
を
し
て
い

た
ら
し
い
。
さ
て
富
山
港
展
望

台
へ
は
25
ｍ
も
の
高
さ
を
克
服

し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
上

ま
で
行
く
と
2

〜
3
人
の
や
ん

ち
ゃ
な
こ
ど
も

が
近
寄
っ
て
き

て
〝
よ
く
が
ん
ば
り
ま
し
た

ね
ー
〞
と
褒
め
て
く
れ
た
。
こ

ど
も
た
ち
と
意
味
あ
り
げ
な
視

線
を
交
わ
し
な
が
ら
に
や
に
や

す
る
も
内
心
、
複
雑
な
気
持
ち

に
な
っ
た
。
こ
ど
も
は
ほ
ん
と

に
正
直
で
は
あ
る
が
可
愛
い
悪

魔
で
も
あ
る
。
よ
っ
ぽ
ど
じ
じ

い
に
見
え
た
ん
だ
ろ
う
な
。

経験豊かな講師を派遣します。
自院で実施するので、医療機関で実際に起こる場面を想定した実技を
取り入れるなど、オリジナルの研修が可能です。
従業員の育成や接遇力向上の一助に、ご活用下さい。
講師は接遇研修に精通したベテランの方を派遣します（㈱JAPAN・SIQ協会）。

ご希望の日時・内容を事前にお伺いします。
費用など、お気軽にお問い合わせ下さい。

 研修例
　•患者さんからのクレーム応対研修
　•電話対応研修
　•チームパワーアップ研修
　•リーダー研修　など
▶研修の感想（抜粋）
　•基本的な対応から実践的な対応まで短い時間の中でやっていただいた。
　• ロールプレイングを多く取り入れてくださったので、楽しく学ぶこ
とができた。

お問い合わせは保険医協会（☎075-212-8877）までお問い合わせは保険医協会（☎075-212-8877）まで

ご自身の病院・診療所で
接遇研修をしませんか？
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阿部　純（宇治久世）
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８月のレセプト受取・締切

基金
国保

９日
（水）

10日
（木） 労災

10日
（木）

○ ◎（※） ◎（※）

○は受付窓口設置日、◎は締切日
受付時間：基金・国保・労災　９時～17時
業務時間：基金９時～17時30分  国保８時30分～17時15分
　　　　　労災８時30分～17時15分
（※）オンライン請求　５～７日 ８時～21時
　　　　　　　　　　８～10日 ８時～24時

坂本　克也　建築士 竹内　秀雄　建築士

協力専門家一覧　建築士

◇お問い合わせは協会事務局まで TEL 075-212-8877
FAX 075-212-0707

◇随時、必要な時に相談できます
　ご都合の良い日を各種専門家と日程調整します。
◇相談は無料（ただし、１事案１回限り）
　※ １事案につき１回の無料相談を超えてのご相談は、個別相談に移
行し有料になります。

建築相談

　新築はもちろん、リフォームなどのちょっとした疑問や建築に関わ
るトラブルまで、なんでもご相談いただけます！

～協会の無料相談室～

日　時 7月29日（土）午後１時30分～５時
場　所 ラボール京都４F 第８会議室
資料代 500円
共　催 福祉国家構想研究会、京都府保険医協会
連絡先　京都府保険医協会（☎075-212-8877）
※先にご案内したものから開始時間と講演順が変更になっています。

福祉国家構想研究会 連続講演会 第２回講演会
安倍政権に代わる選択肢を探る

１. 安保と戦争法に代わる選択肢
       ―戦争法廃止の連合政権から安保のない日本へ―
 一橋大学名誉教授　渡辺　 治 氏
２. 福祉国家財政の選択肢 神戸大学名誉教授　二宮 厚美 氏

　福祉国家構想研究会は2009年以来、自公政権の軍事大国化、新自由主義政
策に代わる対抗構想として ｢新しい福祉国家｣ 構想を検討・発表してきまし
たが、安倍政治を何とかしたいという思いが高まるいま、改めて、安倍政治に
代わる連合の政治の選択肢を考えてみたいと、この連続講演会を企画しまし
た。どなたでもご参加いただけます。定員87人。
　なお、第１回は７月15日に東京で開催済み、第３回は８月19日に北海道で開
催されます。

嵐電
西院駅

ラボール
京都

嵐電
西院駅

投稿のお願い
　本紙では、随時、会
員の投稿を募集してい
ます。随筆（800字程度）、
詩などテーマは問いま
せん。
　お気軽にお声
かけ下さい。

2 0 1 7 年 (平成 2 9 年) 7 月 2 5 日第 3 0 0 6 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 6 )毎月10日･25日発行

展示企画や日替わり
各種企画も
（同封のチラシ参照）
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